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1 ．は じめに

鈴木一宮浦ク ロ ス カ ッ プ リン グ（以下 SMC ）は

ノ
ーベ ル 賞受賞研究で あるが、子 どもた ちには社

会的意義が十 分に理解されて い な い の が現状で あ

る。これは、SMC による合成物が、医薬品、機

能性分子、液晶など多岐にわた るもの の 、子 ども

たちには難 しい 構造の もの が多く、身近なもの と

直接結び付い て い ない こ とが原 因で ある 。 そ こ で 、

身近 にある液晶を SMC によ り実際に合成 し、そ

の 性質確認 ま で で き る教材開発 をす る こ とを考え

た 。

2 ．液晶合成反応に つ い て

一
口 に液晶 と言 っ て も、さまざまな液晶物質が

ある 。 本研究で は、歴史的に も重要で 、性質が確

認 しやすい 4・Cyano−4”

pentylbiphenyl （5CB）の

合成を試 み た 。 具体的に は SMC に よ り、4−Amyl “

phenyl　boronic　Acid と 4−Bromobenzonitrileを

カ ッ プ リン グする。
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実際に合成 した試料を、導電陸ガラ ス に挟ん で

表示装置を作成する こ とで 、ノーベ ル 賞研究が社

会で 実用化 され て い ることを体感する こ とができ

る教材 となる。

3 ．実験方法

上記反応 は、水 とア セ トン を溶媒 と し、室温 〜

40℃程 の 温度、リガ ン ドフ リ
ー

で、常圧、空気中

で 反応が進行 し、中学・高校生で も簡単に実験で き

る こ とがわか っ て きた 。 手順は、

（1）Pd（OAc ）2 を ミク ロ ス パ ー
テ ル に極少量取 り、

ア セ トン（3mL ）に溶かす（黄褐色溶液）。

（2）水 3．5mL に Na2CO3　O．21g（2mmoD を溶かす。

（3）ア セ トン 3mL に 4・Bromobenzonitrile　O．18g

　 （1mmoD を溶かす（無色透明）。

（4）（3）の溶液に 4・Amylphenylboronic　Acid　O．29g

（1．5mmoD を溶かす（無色透明）。

（5）（2）の溶液 と（4）の 溶液 を混合する（ある量以 上

で急に 白濁）。

（6）（5）の 溶液に（1）で つ くっ た触媒溶液を数滴滴下

する。白濁が濃 くな り黒ずん で くる

（7）30〜60 分攪拌後静置す る と、黒い 油状物質が

浮 い て くる 。 こ れ をパ ス ツ
ー

ル ピ ペ
ッ トで 丁寧

に 取 り分ける 。
こ の 中に 5CB が ある 。

（8）黒い もの は触媒の PdO で ある と考えられる 。

　こ れ を取 り除 くため に 、
ジ エ チ ル エ ーテ ル に溶

か した後 、 金属 ス カ ベ ン ジ ャ
ーを加え て 静置 、

上澄みを取 っ て エ ーテ ル を気化させ る。

（9）得 られ た 5CB を導電 性ガ ラス に挟ん で 、そ

れ を偏光板 2 枚 の 間に置 き、電圧 を印加す る

と、光が通 っ た り遮断 された りす る様子 が観察

で きる 。 こ の 簡易的な液晶表示装置に よ り、液

晶ディ ス プ レ イの 原理 を理解す る。

4 ．課題点と今後の展開

合成反応 自体は 中学・高校生 で も簡単に で きる 。

ただ し、で きた 5CB の 中に触媒の PdOが混 じっ

て しまい 、こ れ を取 り除 くの が厄 介で ある。 金属

ス カベ ン ジ ャ
ー

を使 っ て取 り除い た後の溶液は、

黒 さが消え良さそ うに見えるが、溶媒を蒸発 させ

た後に残 る物資が 、 なぜか 5CB で はない こ とが

ある。また 、中学・高校生でもで きる簡易的な実験

装置で実施 して い るためか、実験条件が安定せ ず

に、同じ ように実験 して も結果が異なる こ とがあ

る。さらに実験を続け、よりよい 実験条件 の 割 り

出しをして い こ うと考えて い る。
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